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８
月
７
日（
日
）、
真
夏
の
太
陽
が
照
り

つ
け
る
晴
天
の
下
、
岐
阜
県
ク
リ
ス
タ
ル

パ
ー
ク
恵
那
ス
ケ
ー
ト
場
（
恵
那
市
）
で
、

「
消
防
感
謝
祭
」
第
60
回
岐
阜
県
消
防
操

法
大
会
が
開
催
さ
れ
、
揖
斐
郡
の
代
表
と

し
て
揖
斐
川
町
消
防
団
（
揖
斐
分
団
）
が

出
場
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
県
内
の
42
消
防
団
か
ら
各
地

区
の
大
会
で
選
ば
れ
た
29
隊
１
７
４
人
が

出
場
し
、
関
係
者
な
ど
約
６
０
０
０
人
が

来
場
し
ま
し
た
。

　

競
技
種
目
は
ポ
ン
プ
車
操
法
で
、
消
火

技
術
の
正
確
さ
や
早
さ
を
競
い
、
ど
の
隊

も
訓
練
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
た
レ
ベ

ル
の
高
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

優　

勝　
　

恵
那
市
消
防
団
Ａ　

　

準
優
勝　
　

美
濃
加
茂
市
消
防
団　

　

優
秀
賞　
　

恵
那
市
消
防
団
Ｂ　

　
　
　
　
　
　

中
津
川
市
消
防
団

　
　
　
　
　
　

瑞
浪
市
消
防
団

　
　
　
　
　
　

本
巣
市
消
防
団

　

優
良
賞　
　

垂
井
町
消
防
団

　
　
　
　
　
　

下
呂
市
消
防
団

　
　
　
　
　
　

瑞
穂
市
消
防
団

　
　
　
　
　
　

大
垣
市
消
防
団

　

敢
闘
賞　
　

揖
斐
川
町
消
防
団

（
全
体
で
12
位
）

▲清掃活動の様子（養老鉄道揖斐駅前）

▲生き物調査の様子（四ツ谷沼ビオトープ公園）

▲訓練の成果を存分に発揮しました▲揖斐分団の皆さん　みんなで支え合い頑張りました

第
60
回
岐
阜
県
消
防
操
法
大
会
開
催
！

～
揖
斐
川
町
消
防
団
（
揖
斐
分
団
）
が
健
闘
！
～

生
き
物
調
査「
田
ん
ぼ
の
学
校
」

～
谷
汲
小
学
校
～

Ｍ
Ｓ
リ
ー
ダ
ー
ズ
清
掃
活
動

～
マ
ナ
ー
向
上
で
地
域
を
美
し
く
～

　

７
月
６
日（
水
）、
谷
汲
小
学
校
３
年
生

の
児
童
31
人
が
、
谷
汲
深
坂
に
あ
る
四
ツ

谷
沼
ビ
オ
ト
ー
プ
公
園
で
生
き
物
や
水
質

の
調
査
を
行
う
「
田
ん
ぼ
の
学
校
」
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
県
野
生
生
物
保
護
推
進

員
の
國く
に

枝え
だ

久ひ
さ

夫お

さ
ん
（
谷
汲
岐
礼
）
の
指

導
の
も
と
、
公
園
内
に
生
息
す
る
生
き
物

を
調
査
し
ま
し
た
。
ま
た
、
水
質
検
査
で

は
、
四
ツ
谷
沼
が
生
物
の
多
様
性
に
適
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

７
月
13
日（
水
）に
は
、
谷
汲
小
学
校
で

振
り
返
り
学
習
が
行
わ
れ
、
児
童
た
ち

は
、
國
枝
さ
ん
に
生
き
物
や
環
境
に
つ
い

て
様
々
な
質
問
を
し
て
、
多
様
な
生
物
が

生
息
す
る
環
境
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　

７
月
６
日（
水
）、
県
立
揖
斐
特
別
支
援

学
校
（
谷
汲
深
坂
）
高
等
部
の
生
徒
21
人

が
、
登
下
校
で
利
用
す
る
揖
斐
川
町
三
輪

の
本
揖
斐
バ
ス
停
と
養
老
鉄
道
揖
斐
駅

で
、
清
掃
奉
仕
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
マ
ナ
ー
ズ
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー

ズ
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
活
動
は
、
清
掃
活

動
を
通
し
て
地
域
に
貢
献
し
、
奉
仕
の
心

を
持
つ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
地
域
社
会

の
マ
ナ
ー
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

清
掃
活
動
に
参
加
し
た
生
徒
は
、「
普

段
、
自
分
た
ち
が
利
用
し
て
い
る
駅
や
バ

ス
停
を
清
掃
す
る
こ
と
で
、
施
設
を
美
し

く
保
ち
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
全

て
の
人
に
気
持
ち
良
く
使
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。
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▲水難救助訓練の様子（揖斐川にて）

▲龍神と夜叉姫

▲受賞おめでとうございます

▲研修に向けて抱負を発表する児童

　

７
月
６
日（
水
）、
前
島
橋
上
流
の
揖
斐

川
で
、
夏
に
多
発
す
る
川
の
水
難
事
故
に

備
え
、
揖
斐
警
察
署
と
揖
斐
郡
消
防
組
合

消
防
本
部
が
合
同
で
水
難
救
助
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
水
難
救
助
に
お
け
る
態
勢
と

お
互
い
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
、
警
察
署
員
と
消
防
署
員
計

36
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
の
増
水
に
よ
り
、
釣
り
人
４
人

が
中
州
に
取
り
残
さ
れ
た
と
い
う
想
定
で

実
施
さ
れ
た
訓
練
で
は
、
ゴ
ム
ボ
ー
ト
で

釣
り
人
の
救
助
に
向
か
い
、
県
防
災
ヘ
リ

も
駆
け
付
け
、
中
州
に
取
り
残
さ
れ
た
人

の
救
助
を
実
施
し
ま
し
た
。

揖
斐
警
察
署
・
揖
斐
郡
消
防
本
部

合
同
水
難
救
助
訓
練

夜
叉
ヶ
池
伝
説
道
中
ま
つ
り

～
伝
説
の
龍
神
が
舞
う
～

小
学
生
県
外
研
修
派
遣
認
定
式

～
農
業
体
験
・
漁
業
体
験
で
交
流
～

Ｆ
Ｂ
Ｃ
春
花
壇
受
賞
報
告

～
岐
阜
県
知
事
賞
　
小
島
小
学
校
～

　

７
月
13
日（
水
）、
揖
斐
川
町
役
場
で
小

学
生
県
外
研
修
派
遣
事
業
の
認
定
証
交
付

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
研
修
に
参
加
す
る
児
童
は
、

町
内
小
学
生
20
人
で
、
研
修
先
は
、
友
好

都
市
提
携
を
結
ん
で
い
る
北
海
道
芽め

室む
ろ

町

と
地
域
に
開
か
れ
た
ダ
ム
全
国
連
絡
協
議

会
な
ど
で
交
流
を
深
め
て
い
る
高
知
県
宿す

く

毛も

市
で
す
。

　

児
童
た
ち
は
、
高
知
県
の
漁
業
や
北
海

道
の
農
業
な
ど
を
体
験
し
て
、
現
地
の

人
々
と
交
流
を
深
め
ま
す
。

　

派
遣
団
の
児
童
は
、「
岐
阜
に
は
海
が

な
い
の
で
、
宿
毛
市
で
の
研
修
で
は
、
海

や
漁
業
の
こ
と
を
学
び
た
い
で
す
。」
と

話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
宗
宮
町
長
は
、「
研
修
で
色
々

な
こ
と
を
学
び
、
揖
斐
川
町
の
良
さ
に
気

づ
き
、
県
外
に
伝
え
て
ほ
し
い
。」
と
激

励
し
ま
し
た
。

　

花
壇
づ
く
り
を
通
し
て
自
然
を
愛
す
る

心
を
育
て
、
地
域
社
会
の
美
し
い
環
境
づ

く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

学
校
花
壇
の
出
来
栄
え
を
競
う
「
フ
ラ
ワ

ー
・
ブ
ラ
ボ
ー
・
コ
ン
ク
ー
ル
（
Ｆ
Ｂ
Ｃ
）」

の
受
賞
報
告
が
、
７
月
15
日（
金
）に
揖
斐

川
町
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ｆ
Ｂ
Ｃ
春
花
壇
で
、
岐
阜
県
知
事
賞
を

受
賞
し
た
小
島
小
学
校
は
、
パ
ン
ジ
ー
や

ビ
オ
ラ
な
ど
で
、い
く
つ
も
の
円
を
描
き
、

花
で
「
友
情
の
輪
」
を
作
り
出
し
、
色
と

り
ど
り
の
花
を
使
っ
た
デ
ザ
イ
ン
で
「
協

調
し
あ
え
る
学
校
を
目
指
す
」
と
い
う
誓

い
を
表
現
し
ま
し
た
。

　

報
告
に
訪
れ
た
児
童
は
、「
冬
の
寒
さ

で
花
の
苗
の
成
長
が
遅
れ
た
の
で
心
配
し

ま
し
た
が
、
み
ん
な
で
草
取
り
や
水
や
り

を
頑
張
り
ま
し
た
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

夜
叉
ヶ
池
伝
説
道
中
ま
つ
り
が
、
７

月
23
日（
土
）、遊
ら
ん
ど
坂
内
特
設
会
場

で
行
わ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
、
お
よ
そ

２
０
０
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、
約
１
２
０
０
年
前
か

ら
伝
わ
る
夜
叉
ヶ
池
伝
説
を
再
現
す
る
創

作
音
楽
劇
を
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
よ
さ
こ
い
、
沖
縄
三
味

線
、
太
鼓
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た

皆
さ
ん
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

夜
叉
ヶ
池
伝
説
は
、美
濃
の
国
神
戸（
現

在
の
神
戸
町
）
の
郡
司
が
、
恵
み
の
雨
の

返
礼
に
娘
を
夜
叉
ヶ
池
に
す
む
龍
神
に
嫁

が
せ
た
と
い
う
話
で
す
。
創
作
音
楽
劇
に

は
、
坂
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
や
地
元

住
民
ら
総
勢
60
人
が
出
演
し
、
夏
の
夜
に

幻
想
的
な
伝
説
が
蘇
り
ま
し
た
。
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▲春日「天空の古来茶」を味わう人々

▲芽室町の児童生徒と交流を深めました

▲品評会の様子

▲いびの大豆まるごとドーナツ　
　　　５個入り４００円です

　

７
月
26
日（
火
）、
商
工
会
女
性
部
が
揖

斐
川
町
産
の
大
豆
を
使
っ
た
ド
ー
ナ
ツ
を

商
品
化
し
、販
売
が
開
始
さ
れ
た
こ
の
日
、

揖
斐
川
町
役
場
に
商
品
の
開
発
報
告
に
訪

れ
ま
し
た
。

　

今
回
開
発
さ
れ
た
商
品
は
、「
い
び
の

大
豆
ま
る
ご
と
ド
ー
ナ
ツ
」
で
、
揖
斐
川

町
商
工
会
女
性
部
と
（
有
）弓
削
銘
水
堂

（
岡
島
）
が
、
共
同
開
発
し
、
１
年
半
の

歳
月
を
か
け
て
商
品
化
し
ま
し
た
。
大
豆

の
食
物
繊
維
が
豊
富
で
、
も
っ
ち
り
と
し

た
食
感
で
す
。

　

こ
の
ド
ー
ナ
ツ
は
、
一
部
の
商
工
会
女

性
部
員
の
店
で
取
り
扱
わ
れ
る
ほ
か
、
町

内
観
光
施
設
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
も
販
売

さ
れ
ま
す
。
市い

ち

田だ

セ
ツ
子こ

部
長
は
、「
将

来
的
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
に
も

対
応
し
た
い
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

特
産
品
お
披
露
目
会

～
春
日「
天
空
の
古
来
茶
」～

　

７
月
24
日（
日
）、
道
の
駅
「
星
の
ふ
る

里
ふ
じ
は
し
」（
東
横
山
）で
、道
の
駅「
星

の
ふ
る
里
ふ
じ
は
し
」
15
周
年
記
念
イ
ベ

ン
ト
第
１
弾
と
し
て
、「
天
空
の
古
来
茶

お
披
露
目
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

天
空
の
古
来
茶
は
、
春
日
地
区
で
生
産

さ
れ
る
在
来
茶
で
、
７
０
０
年
以
上
も
前

か
ら
品
種
改
良
が
さ
れ
て
い
な
い
希
少
な

お
茶
で
す
。
在
来
茶
は
、
香
り
高
く
上
品

な
飲
み
心
地
で
、洗
練
さ
れ
た
そ
の
味
は
、

自
然
の
美
し
さ
と
地
域
の
温
も
り
の
表
れ

で
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
で
も
数
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
残
さ
れ

て
い
な
い
在
来
茶
。
生
産
個
数
は
少
な
く

希
少
な
商
品
で
す
。
揖
斐
川
町
の
新
た
な

特
産
品
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

商
工
会
女
性
部
が
商
品
開
発

～
揖
斐
の
大
豆
を
使
っ
て
～

北
海
道
芽
室
町
と
学
校
間
交
流

～
互
い
に
知
り
合
い
深
ま
る
友
情
～

　

揖
斐
川
町
と
友
好
都
市
提
携
を
結
ん
で

い
る
北
海
道
芽め

室む
ろ

町
の
小
中
学
生
14
人

が
、
７
月
26
日（
火
）か
ら
29
日（
金
）に
か

け
て
、
揖
斐
川
町
な
ど
を
訪
れ
、
７
月
27

日（
水
）に
は
、
春
日
小
学
校
の
全
校
児
童

44
人
と
交
流
し
ま
し
た
。

　

春
日
小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
た
交
流

会
で
は
、
お
互
い
に
地
域
の
特
色
や
学
校

で
の
活
動
を
紹
介
し
、
春
日
小
学
校
の
児

童
は
、
合
唱
や
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
を
披

露
し
て
、
来
校
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
春
日
小
学
校
の
３
年
生
が
総

合
的
な
学
習
の
時
間
に
取
り
組
ん
で
い
る

お
茶
づ
く
り
で
採
れ
た
春
日
茶
や
春
日
紅

茶
、
ど
く
だ
み
茶
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
ま

し
た
。

　

７
月
28
日（
木
）、久
瀬
公
民
館
で
、
久

瀬
花
き
生
産
組
合
主
催
に
よ
る
「
第
12
回

久
瀬
花
き
品
評
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
菊
49
点
、し
き
み
31
点
が
出
品
さ
れ
、

色
や
形
、
つ
や
、
商
品
性
な
ど
を
基
準
に

審
査
を
し
ま
し
た
。

　

岐
阜
県
知
事
特
別
賞
は
、
小
菊
を
出
品

さ
れ
た
、
村む
ら

瀬せ

佐さ

一い
ち

さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
ほ
か
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
切
花
の
部
（
小
菊
）

金
賞（
町
長
賞
）�

安あ
ん

藤ど
う　

み
つ
の

銀
賞（
岐
阜
生
花
市
場
協
同
組
合
理
事
長
賞
）

山や
ま

本も
と　

友と
も

之ゆ
き　

銅
賞（
い
び
川
農
業
協
同
組
合
長
賞
）

�

五い

十そ

川が
わ　

武た
け

美み

奨
励
賞�

増ま
す

元も
と　

正
し
ょ
う
吾ご　

■
枝
物
の
部
（
し
き
み
）

金
賞（
議
長
賞
）�

高た
か

橋は
し　
　

努
つ
と
む　

銀
賞（
揖
斐
農
林
事
務
所
長
賞)

�

村む
ら

瀬せ　

佐さ

一い
ち　

銅
賞（
久
瀬
花
き
生
産
組
合
長
賞)

�

河か
わ
い合　

三さ
ぶ

郎ろ
う　

奨
励
賞�

鳥と
り

井い　

平へ
い

二じ　

第
12
回
久
瀬
花
き
品
評
会
開
催
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８
月
２
日（
火
）か
ら
５
日（
金
）の
４
日

間
、
揖
斐
高
校
で
「
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
連
携
型
中
高
一
貫
教
育
の
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
連
携
中
学
校
で

あ
る
揖
斐
川
中
・
北
和
中
の
３
年
生
を
対

象
と
し
て
、
生
徒
が
高
校
入
試
に
向
け
て

意
識
を
切
り
替
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
と

と
も
に
、
揖
斐
川
町
の
生
徒
の
学
力
向
上

に
資
す
る
よ
う
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

４
日
間
に
延
べ
２
３
１
人
の
生
徒
が
参

加
し
、国
語
・
社
会
・
数
学
・
理
科
・
英
語
の

入
試
予
想
問
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し

た
。
中
学
校
と
高
校
の
先
生
か
ら
、問
題
の

解
き
方
や
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、丁
寧
に

解
説
を
受
け
、
中
学
校
で
の
学
習
の
復
習

を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
は
高
校
入
試
に
向

け
て
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

中
学
生
議
会
開
会

～
誇
り
と
自
覚
を
も
っ
て
～

揖
斐
高
校
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
開
催

～
中
高
一
貫
教
育
連
携
企
画
～

い
び
が
わ
の
祭
り
開
催
　
　
～
４
０
０
０
発
の
花
火
が
夜
空
を
彩
る
～

　

８
月
４
日（
金
）、
揖
斐
川
町
役
場
議
場

で
、
中
学
生
議
会
が
行
わ
れ
、
町
内
６
校

か
ら
中
学
生
議
員
19
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
中
学
生
議
会
の
議
長
は
、
揖
斐

川
中
学
校
の
細ほ

そ

野の

恵え

未み

奈な

さ
ん
で
、
議
会

で
は
、中
学
生
憲
章
具
現
化
へ
の
取
組
み

の
報
告
や
、わ
が
郷
土
の
誇
り
の
発
表
、
誇

り
あ
る
揖
斐
川
町
を
よ
り
発
展
さ
せ
る
た

め
の
町
へ
の
質
問
や
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

閉
会
の
挨
拶
で
、
議
長
を
務
め
た
細
野

さ
ん
は
、「
近
い
将
来
、
揖
斐
川
町
を
担

う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
今
日
の
経
験
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
揖
斐
川
町
民
と
し
て
誇

り
と
自
覚
を
も
っ
て
生
き
て
い
き
た
い
。」

と
話
し
ま
し
た
。

　

８
月
７
日（
日
）、
い
び
が
わ
の
祭
り
が

揖
斐
川
河
畔
、
栄
町
商
店
街
通
り
を
中
心

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
旬
の
店
の
朝
市
や
商
工
会

の
バ
ザ
ー
な
ど
も
行
わ
れ
、
約
７
万
人
の

お
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

恒
例
と
な
っ
て
い
る
「
民
踊
流
し
お
ど

り
」
で
は
、
い
び
が
わ
の
祭
り
の
マ
ス
コ

ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
「
か
っ
ぱ
の

河
太
郎
＆
め
ぐ
み
」
も
参
加
し
て
夏
の
祭

り
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
花
火
で
は
、
皆
さ

ん
の
願
い
を
込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
貼
ら

れ
た
花
火
玉
、
約
４
０
０
０
発
が
夜
空
に

打
ち
上
げ
ら
れ
、
訪
れ
た
多
く
の
皆
さ
ん

を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

▲中学生憲章具現化への取り組み発表の様子

▲丁寧な指導と解説が行われました

▲かっぱの河太郎＆めぐみも大人気でした▲ 4000発の花火が夜空を彩りました


